
『

細

波

—
徳

川

将

軍

燈

籠

に

寄

せ

て

』

か

ら

—
徳

川

家

霊

廟

石

燈

籠

の

行

方

—

伊

藤

友

己

最
近
に
な
っ
て
沙
々
木
隆
之
助
と
い
う
方
が
『
細
波
—
徳
川
将
軍
燈
籠
に
寄
せ
て
』

(1
9
6
8

年)

と
い
う
本
を
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
手
に
入
れ
て
み
ま

し
た
。（
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
も
閲
覧
可
能
）

沙
々
木
氏
は
近
江
源
氏
佐
々
木
氏
末

裔
の
方
で
、
御
自
邸
の
庭
に
寛
永
寺
か

ら
移
設
さ
れ
た
将
軍
家
燈
籠
の
銘
に
、

佐
々
木
氏
に
関
わ
る
大
名
た
ち
の
名
前

を
見
い
だ
し
、
歴
史
的
な
背
景
を
辿
り

な
が
ら
、
叙
情
的
な
叙
述
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

銘
文
全
体
を
書
き
写
し
て
い
る
の
は

亀
井
松
之
助
茲
親
の
一
例
の
み
で
す
が
、
そ
の
他
の
燈
籠
で
は
銘
書
の
日
付
と
献
納
者
名

を
書
き
抜
い
て
い
ま
す
。

但
し
全
て
が
燈
籠
の
形
で
残
さ
れ
て
居
る
わ
け
で
は
無
く
、
棹
の
部
分
の
み
運
び
込
ま

れ
た
物
も
有
る
よ
う
で
す
。

内
訳
を
見
て
み
ま
す
と
、
本
文
中
で
石
燈
籠
と
誌
し
て
い
る
の
が
十
基
、
石
棹
と
し
て

い
る
の
が
八
棹
、
ど
ち
ら
と
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
物
が
一
基
と
な
り
ま
す
。

亀
井
茲
親
の
燈
籠
銘
は
次
の
様
に
な
り
ま
す
。

石
見
津
和
野
藩

四
三
、
〇
〇
〇
石

初
め
松
之
助
→
茲
親

貞
享
元
年
十
二
月
二
十
五
日
従
五
位
下
能
登
守

貞
享
四
年
九
月
四
日
隠
岐
守
に
改
む

石
州
津
和
野
城
主

(

石
燈
籠)

龜

井

松

之

助

源

茲

親

延
寳
九
辛
歳

五
月
八
日

酉

厳

有

院

殿

尊

前

東

叡

山

奉
献
石
燈
籠
一
基

延
宝
九
年
二
月
二
十
七
日
襲
封

享
保
十
六
年
五
月
二
十
九
日
卒

こ
の
銘
文
に
は
少
し
違
和
感
が
有
り
ま
す
。
通
常
徳
川
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
た
燈
籠
の

銘
は

と
な
り
ま
す
。
亀
井
茲
親
も
こ
の
後
文
昭
院
（
家
宣
）、
有
章
院
（
家
継
）
の
霊
前
に
は

次
の
様
な
銘
書
で
献
納
し
て
い
ま
す
。

茲
親
に
先
立
つ
茲
政
が
日
光
大
猷
院
廟
に
献
納
し
た
時
に
も
同
じ
書
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。
但
し
こ
の
時
に
は
二
基
献
納
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
亀
井
茲
親
が
厳
有
院
（
家
綱
）

献
納
時
の
み
こ
の
銘
書
の
礼
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
こ
の
様
な
書
式

が
全
く
無
い
か
と
言
え
ば
、
同
じ
厳
有
院
廟
で
も
下
野
大
田
原
城
主
大
田
原
備
前
守
典
清

が
献
納
し
た
石
燈
籠
の
銘
書
が
ほ
ぼ
同
じ
並
び
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
大
田
原
扶
清

は
常
憲
院
（
綱
吉
）
廟
に
も
同
じ
銘
書
で
献
納
し
て
い
ま
す
が
、
文
昭
院
、
有
章
院
廟
へ

は
通
常
の
書
式
に
戻
し
て
い
ま
す
。

折
角
の
機
会
で
す
か
ら
こ
れ
と
同
じ
書
式
で
厳
有
院
廟
に
燈
籠
を
献
納
し
た
大
名
を
挙

げ
て
み
ま
す
と
、
実
際
の
碑
面
か
ら
確
認
で
き
る
の
は

伊
予
今
治
藩

松
平
駿
河
守
定
陳

筑
後
三
池
藩

立
花
和
泉
守
種
長

常
陸
土
浦
藩

土
屋
相
模
守
政
直

下
総
生
実
藩

森
川
出
羽
守
重
信

信
濃
飯
田
藩

仙
石
越
前
守
政
明

越
後
糸
魚
川
家

松
平
備
中
守
直
堅

都
立
中
央
図
書
館
の
『
木
子
文
庫
』
か
ら

豊
前
中
津
藩

小
笠
原
信
濃
守
長
隆

と
合
わ
せ
て
九
名
の
大
名
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
全
体
の
確
認
数
は
百
二
十
一
基
で
す

か
ら
一
割
弱
と
な
り
ま
す
。

銘
書
に
は
礼
式
が
有
っ
て
、
将
軍
家
霊
廟
に
献
じ
る
燈
籠
の
銘
書
で
す
か
ら
礼
式
に
叶

奉
献

石
燈
籠
一
基

武
州
増
上
寺

有
章
院
殿

尊
前

正
徳
六
丙

年
四
月
晦
日

申

石
州
津
和
野
城
主

従
五
位
下
隠
岐
守
源
朝
臣
亀
井
氏
茲
親

奉
献

石
燈
籠
一
基

武
州増

上
寺

□
昭
章
院
殿

尊
前

正
徳

十
月
十
四
日

石
州
津
和
野
城
主

従
五
位
下
隠
岐
守

長野県中野市 西迎寺

山梨県甲府市 善光寺

奉
献

石
燈
籠

□
基

（
一
基
、
又
は
兩
基
）

(

武
州)

東
叡
山

□

□

院

殿

尊
前

（
将
軍
諡
号
）

年
月
日

献
納
大
名
名

奉
献

石
燈
籠
一
基

武
州
増
上
寺

有
章
院
殿

尊
前

正
徳
六
丙

年
四
月
晦
日

申

石
州
津
和
野
城
主

従
五
位
下
隠
岐
守
源
朝
臣
亀
井
氏
茲
親

奉
献

石
燈
籠
一
基

武
州増

上
寺

□
昭
章
院
殿

尊
前

正
徳

十
月
十
四
日

石
州
津
和
野
城
主

従
五
位
下
隠
岐
守

奉
献

石
燈
籠

□
基

（
一
基
、
又
は
兩
基
）

(

武
州)

東
叡
山

□

□

院

殿

尊
前

（
将
軍
諡
号
）

年
月
日

献
納
大
名
名
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っ
た
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少
し
時
代
は
下
り
ま
す
が
常
憲
院
（
綱
吉
）
廟
へ
の

石
燈
籠
を
献
納
す
る
の
に
際
し
て
、
津
軽
藩
は
能
書
家
の
佐
々
木
万
次
郎
に
銘
書
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。
当
時
津
軽
藩
で
は
燈
籠
銘
の
献
納
大
名
名
を
藤
原
姓
と
す
る
か
、
藤
原
朝

臣
と
す
る
か
、
つ
ま
り
「
位
署
」
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
万
次
郎
は
儒
者
の

人
見
又
兵
衛
を
通
じ
て
林
大
学
頭
に
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。
津
軽
藩
で
は

大
猷
院
廟(

家
光)
の
時
に

津
軽
土
佐
守
藤
原(

姓)

信
義

()

は
日
光
大
猷
院

厳
有
院
廟
に
は

奥
州
弘
前
城
主
／
従
五
位
下
津
軽
越
中
守
藤
原
信
政

と
位
署
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
万
次
郎
は
「
従
五
位
下
越
中
守
藤
原
姓
津
軽
氏
信
政
」
を

提
案
し
て
い
ま
す
が
、
現
物
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
結
果
は
判
り
ま
せ
ん
。

但
し
こ
の
後
文
昭
院
廟(

家
宣)
で
は
従
五
位
下
津
軽
土
佐
守
藤
原
朝
臣
信
重
、

有
章
院
廟(

家
継)

で
は
従
五
位
下
土
佐
守
藤
原
朝
臣
津
軽
氏
信
重

と
位
署
し
て
い
ま
す
の
で
迷
走
は
続
き
ま
す
。

佐
々
木
万
次
郎
は
こ
の
後
廩
米
二
百
俵
で
幕
府
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
琉
球
国
よ
り
奉
っ

た
賀
帖
の
返
簡
の
事
を
取
り
扱
い
時
服
を
授
か
っ
て
い
ま
す
。

書
札
礼
に
関
し
て
は
語
れ
る
知
識
も
力
量
も
無
い
の
で
、
こ
の
辺
り
で
止
め
よ
う
と
思

い
ま
す
が
、
寛
政
期
に
持
明
院
流
の
入
木
道
を
伝
授
さ
れ
た
能
書
家
で
幕
臣
の
森
尹
祥
は

『
曽
我
流
書
礼
法
式
』
の
中
に
「
西
山
公
御
献
上
之
御
燈
籠
之
銘
」
の
項
目
を
た
て
て
、

西
山
公
水
戸
光
圀
が
厳
有
院
廟
に
献
納
し
た
銅
燈
籠
の
銘
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

銘
書
は
幸
い
今
大
倉
集
古
館
の
前
庭
に
在
る
銅
燈
籠
に
残
さ
れ
て
居
ま
す
の
で
、
多
少

の
異
同
の
部
分
を
訂
正
し
て
掲
載
し
て
お
き
ま
す
。（
最
近
増
上
寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
）

森
尹
祥
は
こ
の
銘
書
法
が
正
し
い
理
由
を
四
つ
あ
げ
て
い
ま
す
。

第
一

奉
獻
二

銅
燈
臺

兩
基
一
ト
不
書
給

第
二

—
—
院
殿
ト
不
書
給

第
三

御
同
姓
故
ニ
源
朝
臣
ト
不
書
給

第
四

水
戸
城
主
ト
不
書
給

そ
の
上
で
「
如
斯
以
此
御
書
法
可
為
規
矩
者
也
」
と
ま
で
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
に

「
儒
者
何
も
博
学
ナ
ラ
ン
何
故
カ
位
署
法
ヲ
不
知
也
」
と
儒
学
者
を
腐
し
て
い
ま
す
。

「
位
署
書
」
に
つ
い
て
は
『
国
史
大
辞
典
』
で
は

律
令
制
上
の
官
位
を
帯
す
る
人
が
文
書
に
署
名
す
る
場
合
の
官
位
姓
名
の
書
き
方
。
官

位
相
当
制
を
基
礎
と
し
、
多
く
の
兼
官
や
令
外
官
の
あ
っ
た
律
令
官
制
の
も
と
で
、
正

し
い
位
署
の
書
き
方
は
官
人
に
と
っ
て
常
時
遭
遇
す
る
現
実
問
題
で
あ
り
、
平
安
時
代

奉

獻

嚴

有

源

公

霊

廟

前

廷

銅

燈

藜

貳

樹

延

寳

八

年

五

月

八

日

參

議

從

三

位

兼

行

右

近

衛

權

中

将

光

圀

粛

具

以
降
の
有
職
家
は
も
ち
ろ
ん
、江
戸
時
代
に
も
有
職
故
実
の
一
環
と
し
て
研
究
さ
れ
た
。

と
し
て
幾
つ
か
の
基
本
用
例
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。何

れ
に
し
て
も
武
家
官
位
制
の
中
で
、
銘
書
法
の
形
は
一
つ
一
つ
失
わ
れ
て
行
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

話

を

戻

し

ま

す

。

沙
々
木
隆
之
助
氏
も
こ
の
燈
籠
の
銘
文
に
違
和
感
を
感
じ
ら
れ
て
か
碑
面
を
写
す
と
共

に
、
次
の
朽
木
氏
の
燈
籠
の
銘
書
を
掲
げ
た
後
で

竿
の
中
央
に

厳
有
院
殿

尊
前

と
あ
り

次
い
で
、

延
宝
九
辛
歳
五
月
八
日

と
あ
る
。

酉

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
東
叡
山
寛
永
寺
に
関
す
る
記
載
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
沙
々
木
氏
が

銘
書
の
一
部
を
書
き
抜
い
て
い
る
場
合
に
、
一
般
に
見
ら
れ
る
書
式
を
元
に
違
い
の
あ
る

部
分
だ
け
を
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

折
角
で
す
か
ら
厳
有
院
廟
献
納
の
燈
籠
（
棹
）
を
沙
々
木
氏
の
記
録
を
元
に
紹
介
し
て

み
ま
す
。
尚
石
燈
籠
の
献
納
数
は
、
厳
有
院
廟
以
降
領
知
高
十
万
石
以
下
五
万
石
迄
が
二

基
、
五
万
石
未
満
が
一
基
で
す
の
で
、
五
万
石
以
上
の
場
合
に
対
に
な
る
燈
籠
が
存
在
す

る
筈
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
見
つ
か
っ
て
居
ま
せ
ん
。

和
泉
岸
和
田
藩

五
三
、
〇
〇
〇
石

寛
永
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日

従
五
位
下
五
位
下
内
膳
正

寛
文
元
年
十
月
二
十
七
日
襲
封

貞
享
三
年
八
月
二
十
五
日
致
仕 (

石
燈
籠)

延
寳
九
辛
年
五
月
八
日

酉

丹
州
福
知
山
城
主

従
五
位
下

伊
豫
守
源
姓
朽
木
氏
稙
昌

(

石
棹)

延
寳
九
年
辛
酉
五
月
八
日

和
泉
国

岸
和
田
城
主

従
五
位
下

内
膳
正
岡
部
氏
藤
原
行
隆
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出
羽
山
形
城
主

九
〇
、
〇
〇
〇
石

初
め
小
次
郎
→
昌
章

天
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日

従
五
位
下
美
作
守

寛
文
十
二
年
十
月
五
日
襲
封

貞
享
二
年
六
月
二
十
二
日
宇
都
宮
へ

丹
波
篠
山
城
主

五
〇
、
〇
〇
〇
石

延
宝
八
年
八
月
一
八
日

従
五
位
下
豊
前
守

延
宝
五
年
二
月
六
日
襲
封

享
保
二
年
五
月
十
日
卒

出
羽
松
山
藩

二
〇
、
〇
〇
〇
石

初
め
忠
宗
→
忠
豫

延
宝
三
年
十
二
月
二
十
六
日
従
五
位
下
石
見
守

延
宝
三
年
十
月
六
日
襲
封
享
保
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
致
仕

丹
波
亀
山
藩

三
八
、
〇
〇
〇
石

寛
文
九
年
六
月
十
一
日
伊
賀
守

寛
文
七
年
閏
二
月
九
日
襲
封

天
和
三
年
閏
五
月
四
日
卒

(

石
燈
籠)

延
寳
九
年
辛
酉
五
月
八
日

丹
波
亀
山
城
主

源
朝
臣
松
平
伊
賀
守
忠
昭 (

石
燈
籠)

延
寳
九
辛

歳
五
月
八
日

酉羽
州
山
形
城
主
奥
平
小
次
郎

平
氏

(

石
燈
籠)

延
寳
九
辛
年
五
月
八
日

酉
丹
州
笹
山
城
主

従
五
位
下

豊
前
守
源
姓
松
平
氏
信
慈

(
石
棹)

延
寳
九
辛
年
五
月
八
日

酉

従
五
位
下

酒
井
石
見
守

源

忠
宗

筑
前
秋
月
藩

五
〇
、
〇
〇
〇
石

延
宝
元
年
十
二
月
二
十
八
日
従
五
位
下
甲
斐
守

寛
文
五
年
六
月
十
二
日
襲
封

宝
永
七
年
十
月
二
十
九
日
卒

三
河
西
尾
藩

二
三
、
〇
〇
〇
石

正
保
三
年
十
二
月
晦
日
従
五
位
下
兵
庫
頭

万
治
三
年
二
月
二
十
三
日
奏
者
番

寛
文
三
年
七
月
十
一
日
襲
封

延
宝
九
年
四
月
十
三
日
致
仕

土
井
利
長
は
延
宝
九
年
四
月
十
三
日
に
致
仕
し
て
利
意
が
嗣
家
し
て
い
ま
す
の
で
、
銘

書
の
五
月
八
日
に
は
致
仕
し
て
隠
居
大
名
に
な
っ
て
い
る
筈
で
す
。

逆
の
こ
と
は
最
初
に
ご
紹
介
し
た
亀
井
松
之
助
茲
親
に
就
い
て
も
云
え
ま
す
。
亀
井
松

之
助
は
延
宝
八
年
十
二
月
十
八
日
に
先
代
の
龜
井
玆
政
が
卒
去
し
た
後
を
承
け
て
延
宝
九

年
二
月
二
十
七
日
に
遺
跡
が
認
め
ら
れ
襲
封
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
家
綱
逝
去
時
に
は
家

督
で
、
実
際
に
は
将
軍
に
仕
え
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
の
ケ
ー
ス
を
あ
と
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

牧
野
備
後
守
成
貞

延
宝
八
年
十
月
九
日
加
増
立
藩

常
陸
の
内

酒
井
下
野
守
忠
寛

延
宝
九
年
二
月
二
十
七
日
分
知
立
藩

伊
勢
崎
藩

こ
の
二
大
名
は
家
綱
が
逝
去
し
た
時
に
は
、
大
名
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
名
と
し
て
認
知
さ
れ
、
霊
廟
庭
に
燈
籠
を
献
上
出
来
る
こ
と
が
家
格
を
表
す
た
め

に
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と
で
有
っ
た
か
は
、
五
万
石
に
満
た
な
か
っ
た
津
軽
家
が
二
基
献

上
し
よ
う
と
し
て
執
拗
に
上
申
を
繰
り
返
し
た
こ
と
か
ら
も
判
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
銘
書
の
日
付
に
つ
い
て
は
『
上
杉
家
御
年
譜
』
に
は
大
久
保
忠
朝
へ
の
問
合

せ
の
返
事
と
し
て
「
銘
書
ノ
儀
ハ
前
々
上
野
へ
献
セ
ラ
ル
ヽ
通
ノ
趣
ニ
テ
、
延
寶
九
年
五

月
八
日
卜
相
調
フ
ヘ
キ
旨
差
圖
也
。」
と
記
し
て
い
ま
す
の
で
厳
有
院
の
一
周
忌
に
当
た

る
延
宝
九
年
五
月
八
日
を
指
定
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
大
久
保
忠
朝
は
老
中
で
厳

有
院
霊
廟
造
営
の
惣
奉
行
を
務
め
て
い
ま
す
。

と
な
る
と
四
月
十
三
日
に
致
仕
し
た
土
井
利
長
は
五
月
八
日
に
は
藩
主
で
は
な
い
の
で

献
納
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
う
一
つ
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

延
寳
第
九
辛

暦
五
月
八
日

(

石
棹)

酉

黒

田

甲

斐

守
源

長

重

延
寳
九
辛
年
五
月
八
日

(

石
燈
籠)

酉
参
州
西
尾
城
主

従
五
位
下

土
井
兵
庫
頭
源
利
長
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い
の
が
一
周
忌
の
五
月
八
日
迄
に
は
銅
燈
籠
・
石
燈
籠
の
献
納
は
全
て
終
わ
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
は
四
月
廿
一
日
の
嚴
有
院
殿
靈
廟
上
棟
と
安

鎮
供
養
の
前
ま
で
に
は
霊
廟
庭
の
整
備
は
終
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
判
っ
て
い
る
限
り
で
は

銅
燈
籠
で
は
小
田
原
藩
が
、
延
宝
九
年
三
月
二
十
八
日

仙
台
藩
伊
達
家
が
、

四
月
二
日

米
沢
藩
上
杉
家
が
、

四
月
六
日

熊
本
藩
細
川
家
が
、

四
月
六
日

(

『
細
川
家
記
続
編
』)

石
燈
籠
で
は
津
軽
藩
が

三
月
二
十
七
日

相
馬
藩
が

四
月
四
日

（
『
相
馬
藩
世
紀
』）

に
そ
れ
ぞ
れ
御
廟
前
へ
燈
籠
を
献
納
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

『
津
軽
藩
江
戸
藩
邸
日
記
』
の
延
宝
九
年
三
月
九
日
の
記
録
に
は

御
石
燈
籠
今
月
廿
一
日
よ
り
来
四
月
七
日
迠
之
間
被
差
上
候

間
い
つ
頃
可
被
差
上
候
と
大
久
保
加
賀
守
様
御
家
来
ゟ
御
聞
番
迠
申
來
候

と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
津
軽
藩
で
は
三
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
七
日
迄

の
間
に
献
納
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
程
か
ら
見
れ
ば
、
三
月
の
中
頃
迄
に
は
銘
書
が
確
定
し
、
献
納
の
準
備

が
始
ま
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
厳
有
院
（
家
綱
）
に
永

ら
く
仕
え
て
来
た
土
井
利
長
に
し
て
み
れ
ば
良
い
引
き
際
で
有
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
利
長
は
元
禄
九
年
七
月
に
六
十
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

沙
々
木
隆
之
助
氏
が
所
持
さ
れ
て
書
き
残
さ
れ
た
燈
籠
銘
の
お
陰
で
、
燈
籠
へ
の
銘
書

の
下
限
が
ほ
ぼ
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
こ
迄
で
気
に
な
っ
た
の
は
、

羽
州
山
形
城
主
奥
平
小
次
郎
／
平
氏

の
銘
書
で
す
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
奥
平
氏
を
平
氏
良
文
流
と
し
て
お
り
、
祖
父

の
忠
昌
は
日
光
大
猷
院
廟
の
献
納
燈
籠
に
「
奥
平
美
作
守
平
忠
昌
」
と
銘
書
し
て
い
ま
す

の
で
平
氏
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
の
で
す
が
、
但
し
平
氏
と
だ
け
銘
書
す
る
こ
と

は
無
く
、
平
姓
奥
平
氏
＋
諡
と
す
る
の
が
普
通
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
平
氏
と
い
う

表
記
に
は
何
か
錯
誤
が
有
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
常
憲
院
（
綱
吉
）
の
銘
を
二
つ
誌
し
て
い
ま
す
。

(

石
燈
籠)

信
濃
高
遠
藩

三
三
、
〇
〇
〇
石

貞
享
二
年
十
二
月
二
十
八
日
従
五
位
下
丹
後
守

元
禄
十
四
年
正
月
十
三
日
駿
河
守
に
改
む

元
禄
三
年
十
二
月
二
十
九
日
襲
封

正
徳
四
年
四
月
十
六
日
卒

阿
波
富
田
藩

五
〇
、
〇
〇
〇
石

元
禄
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
従
五
位
下
下
総
守

宝
永
二
年
十
二
月
二
十
六
日
飛
騨
守
に
改
む

宝
永
二
年
十
二
月
二
十
六
日
襲
封

正
徳
四
年
九
月
十
七
日
卒

有
徳
院
（
吉
宗
）
の
銘
も
二
つ
有
り
ま
す
。

最
初
の
細
川
利
寛
の
石
竿
に
は
「
右
半
分
の
毀
損
が
著
し
い
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
ま

す
。肥

後
熊
本
新
田
藩(

高
瀬
藩)

三
五
、
〇
〇
〇
石

寛
保
二
年
十
二
月
十
八
日
従
五
位
下
釆
女
正

寛
延
元
年
正
月
二
十
二
日
若
狭
守
に
改
む

寛
保
二
年
三
月
七
日
襲
封

明
和
四
年
九
月
二
十
四
日
卒

丹
後
田
邊
藩

三
五
、
〇
〇
〇
石

(

石
棹)
寛
延
四
年
辛
未
六
月
二
十
日

丹
後
国
田
邊
城
主

従
五
位
下

豊
前
守
源
姓
牧
野
惟
成

常

憲

院

殿

尊

前

寳
永
六
己

年
正
月
十
日

丑

信
濃
国

高
遠
城
主

従
五
位
下

内
藤
駿
河
守
藤
原
清
枚

(

石
棹)

寳
永
六
己

年
正
月
十
日

丑

従
五
位
下

蜂
須
賀
飛
騨
守
源
隆
長(

石
棹)

寛
延
四
辛
年
六
月
二
十
日

未

従
五
位
下

若
狭
守
源
朝
臣
細
川
利
寛
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寛
保
二
年
十
二
月
十
八
日
従
五
位
下
豊
前
守

寛
延
三
年
十
一
月
二
十
九
日
襲
封

天
明
三
年
七
月
二
十
三
日
卒

浚
明
院
（
家
治
）
の
銘
書
は
五
つ
で
す
。

讃
岐
丸
亀
藩

五
〇
、
〇
〇
〇
石

明
和
七
年
十
二
月
十
六
日
従
五
位
下
能
登
守

宝
暦
十
三
年
十
月
晦
日
襲
封

文
化
八
年
正
月
十
三
日
卒

常
陸
牛
久
藩

一
〇
、
〇
〇
〇
石

天
明
三
年
十
二
月
十
八
日
従
五
位
下
伊
豆
守

天
明
三
年
十
一
月
四
日
襲
封

天
明
七
年
十
月
二
十
日
卒

尚
『
細
波
』
の
巻
頭
に
一
葉
だ
け
納
め
ら
れ
て
い
る
石
燈
籠
の
写
真
は
、
銘
書
の
字
配

り
か
ら
こ
の
山
口
弘
務
の
献
上
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

遠
江
浜
松
藩

六
〇
、
〇
〇
〇
石

寛
政
五
年
十
二
月
十
六
日
河
内
守

初
め
武
三
郎

天
明
六
年
五
月
十
二
日
襲
封

文
化
十
四
年
九
月
十
四
日
棚
倉
へ (

石
燈
籠)

天
明
六
丙
年
九
月
八
日

午遠
州
濱
松
城
主井

上
武
三
郎
源
正
甫

(

石
燈
籠)

天
明
六
丙

年
九
月
八
日

午
従
五
位
下

伊
豆
守
多
々
良
朝
臣
山
口
弘
務

(

石
燈
籠)

天
明
六
丙

年
九
月
八
日

午
讃
州
圓
亀
城
主

従
五
位
下

能
登
守
源
朝
臣
京
極
氏
高
中

こ
の
銘
書
に
は
「
石
燈
籠
」
か
「
石
鉢
」
か
の
注
記
が
あ
り
ま
せ
ん
。

丹
波
篠
山
藩

五
〇
、
〇
〇
〇
石

天
明
五
年
十
二
月
十
八
日
従
五
位
下
下
野
守

天
明
五
年
九
月
十
日
襲
封

天
保
六
年
閏
七
月
十
六
日
致
仕

こ
の
石
棹
は
水
鉢
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
注
記
が
あ
り
ま
す
。

越
前
鯖
江
藩

五
〇
、
〇
〇
〇
石

天
明
五
年
十
二
月
十
八
日
従
五
位
下
主
膳
正

天
明
六
年
四
月
二
十
七
日
若
狭
守
に
改
む

天
明
六
年
七
月
晦
日
襲
封

文
化
九
年
正
月
十
八
日
卒

文
恭
院
（
家
斉
）
の
銘
は
一
つ
で
す
。

遠
江
掛
川
藩

五
〇
、
〇
〇
〇
石

天
保
十
二
年
十
二
月
十
六
日
従
五
位
下
摂
津
守
の
ち
備
中
守

天
保
十
二
年
六
月
十
日
襲
封

文
久
二
年
正
月
十
四
日
卒

も
う
一
つ
沙
々
木
隆
之
助
氏
が
献
納
し
た
将
軍
名
を
記
載
し
て
い
な
い
石
棹
が
あ
り
ま

す
。
行
文
か
ら
常
憲
院
の
燈
籠
の
石
棹
と
思
え
る
の
で
す
が
少
し
考
察
し
て
み
ま
す
。

越
後
長
岡
藩

七
四
、
〇
〇
〇
石

初
め
忠
郷

延
宝
七
年
十
二
月
二
十
八
日
従
五
位
下
駿
河
守

天
明
六
年
丙
午
九
月
八
日

丹
波
國
篠
山
城
主

従
五
位
下

青
山
下
野
守
藤
原
忠
裕(

石
棹)

天
保
十
二
辛

年
閏
正
月
晦
日

丑

遠
江
国
掛
川
城
主

従
五
位
下

太
田
摂
津
守
資
功

(

石
棹)

天
明
六
丙

年
九
月
八
日

午

従
五
位
下

間
部
若
狭
守
藤
原
詮
煕

越
後
長
岡
城
主

牧
野
忠
辰

(

石
棹)
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延
宝
二
年
七
月
二
十
三
日
襲
封

享
保
六
年
八
月
二
十
五
日
致
仕

牧
野
忠
辰
は
厳
有
院
か
ら
有
章
院
（
家
継
）
ま
で
四
人
の
将
軍
に
仕
え
ま
す
が
、
沙
々

木
隆
之
助
氏
の
庭
に
運
び
込
ま
れ
た
の
は
寛
永
寺
の
燈
籠
だ
け
で
す
の
で
、
文
昭
院
、
有

章
院
は
考
え
な
く
て
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厳
有
院
に
献
上
さ
れ
た
牧
野
駿
河
守
忠
郷
（
忠
辰
）
の
銘
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所

蔵
の
『
木
子
文
庫
』
に
納
め
ら
れ
た
『
嚴
有
院
殿
奉
獻
燈
籠
』
と
い
う
史
料
に
記
録
が
有

り
ま
す
。

一
方
常
憲
院
に
献
上
さ
れ
た
二
基
の
内
一
基
は
新
潟
市
西
蒲
区
の
仁
箇
神
社
に
有
り
銘
書

が
確
認
で
き
ま
す
。

碑
面
の
比
較
か
ら
考
え
て
見
て
も
、
や
は
り
常
憲
院
へ
献
上
さ
れ
た
燈
籠
の
対
と
な
る

一
基
の
石
棹
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

沙
々
木
隆
之
助
氏
は
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
燈
籠
や
石
棹
の
銘
書
に
金
泊
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
次
の
様
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

処
で
、
斯
う
し
た
石
燈
籠
の
火
袋
に
あ
る
葵
紋
、
石
竿
に
刻
ん
だ
銘
に
は
、
金
が
施
さ

れ
て
い
る
。

尤
も
、
二
百
年
、
三
百
年
と
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
銘
に
至
っ
て

は
、
万
人
が
気
が
付
き
様
も
な
い
程
で
、
其
の
痕
跡
を
認
め
難
い
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

然
し
、
火
袋
は
さ
す
が
笠
に
よ
っ
て
大
き
く
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
風
情
を
大

い
に
留
め
て
い
る
の
が
、
家
に
は
一
、
二
基
あ
る
。
献
納
時
に
は
群
を
な
し
て
嘸
や
壮

観
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

金
の
乗
を
良
く
す
る
為
、
石
を
刻
ん
だ
跡
に
は
朱
肉
を
塗
籠
め
、
そ
う
し
て
、
そ
の

奉
獻

石
燈
籠

兩
基

武
州
東
叡
山

嚴
有
院
殿

尊
前

延
宝
九
年
辛
酉
五
月
八
日

越
後
長
罡
城
主
従
五
位
下

源
朝
臣
牧
野
駿
河
守
忠
郷

奉
獻
石
燈
籠

両
基

東
叡
山

常
憲
院
殿

尊
前

宝
永
六
年
巳
丑
正
月
十
日

越
後
國
長
岡
城
主

従
五
位
下
駿
河
守
牧
野
氏
源
忠
辰

上
に
金
を
施
し
て
あ
る
の
だ
が
、
概
ね
朱
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
ま
し
て
、
そ
の
朱
さ

へ
落
剝
し
た
の
が
多
い
の
だ
。

名
を
挙
げ
ぬ
が
、
有
名
な
処
で
、
銘
を
明
瞭
に
す
る
意
図
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
朱

だ
と
了
解
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、
赤
ペ
ン
キ
な
ん
ぞ
で
、
な
ぞ
っ
て
あ
る
の
は
誠
に
残

念
で
、
似
て
も
似
付
か
ぬ
も
の
な
の
で
あ
る
。

前
に
『
石
燈
籠
は
金
色
に
輝
く
』
と
い
う
コ
ラ
ム
で
、
石
燈
籠
の
笠
、
火
袋
、
銘
が
金

泊
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い
た
こ
と
、『
「
吉
田
藩
江
戸
日
記
」
石
燈
籠
図
を
読
み
解
く
』

の
中
で
、
火
袋
の
中
に
納
め
ら
れ
た
扉
や
日
月
の
金
具
も
金
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
が
、
今
回
沙
々
木
氏
の
「
朱
肉
を
塗
り
込
め
た
上
で
金
泊
を
入
れ
て
い
る
」

と
い
う
ご
報
告
に
よ
り
、
銘
の
中
に
朱
が
残
っ
て
い
る
燈
籠
が
多
い
こ
と
の
意
味
も
良
く

分
か
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
沙
々
木
氏
の
お
庭
の
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
幸

い
に
こ
れ
ら
の
燈
籠
銘
に
該
当
す
る
燈
籠
は
他
所
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
沙
々

木
氏
の
思
い
と
共
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
物
と
思
い
ま
す
。

2026.8.12

(参考)木更津市 日枝神社
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